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カナダの競争力のある優位性
金融サービス

インベスト・イン・カナダ



カナダにおける最近の投資例

APEX FUND SERVICES LTD.
バミューダに本拠地を置くApex Fund Services Ltd.が2010年9月、カナ
ダ拠点のオフィスをトロントに新設し、北米における資金管理サービスと
顧客ベースを拡大すると発表。（出典：Apex Fund Services、Apex Fund 
Services targets expansion of North America market with opening of 
Toronto office. 2010年9月29日）

MACQUARIE PRIVATE WEALTH INC.
Macquarie Private Wealth Inc.が2010年6月、カナダにおける事業規模を
今後3年かけて、資産ベースで160億ドル※に倍増する計画を発表。初年度に
トップクラスのファイナンシャル・アドバイザー 20人を採用する目標に対し
て、2010年上半期に既に25人を採用。3年間で合計155人のアドバイザーを
確保する予定。（出典：Reuters.com、Macquarie Private Wealth aims to 
double Canada assets. 2010年6月15日）

BANK OF NEW YORK MELLON
Bank of New York Mellonが2010年6月、これまでの成功を足場として、
カナダを拠点とする既存顧客と潜在的顧客により一層充実したサービスを
提供するために、トロントに新オフィスを開設。（出典：BNY Mellon、BNY 
Mellon Completes Purchase of I（3） Wealth Advisors of Toronto. 2010
年9月1日）

WALMART
Walmart Stores Inc.が2010年6月、カナダで銀行業務に参入。スケジュー
ルII銀行（カナダの銀行法に基づき、認可された外国銀行の子会社）として開
業する予定。現行のクレジットカード・サービスに加えて、最終的には預金
口座を含め、様々な金融サービスを提供する予定。（出典：Business2Press.
com：Walmart to offer banking services June 15 in Canada. 2010年6
月5日）

M&T BANK
ニューヨーク州バッファローに本拠地を置くM&T Bankが2010年6月、カ
ナダに銀行店舗を開設する申請に対して、カナダの金融機関監督庁から最終
的な規制許可を取得。M&Tトロント支店として、預金ローン商品を含め、
様々な商業銀行サービスをカナダ企業に提供する予定。（出典：M&T Bank：
M&T Bank Approved to Open Canadian Commercial Banking Branch. 
2010年6月7日）

J. P. MORGAN
J.P. Morganは2010年4月、カナダでの投資銀行業務を拡大すると発表。こ
れに先立ち、デビッド・ハリソンをCanadian Energy Investment Banking
のトップに抜擢。同氏はカルガリーを本拠地として、カナダにおけるエネル
ギー・フランチャイズ構築を担当する予定。（出典：The Globe and Mail：J.P. 
Morgan rolls into Calgary. 2010年4月5日）

※ 特に注記がなければ、表示額の通貨単位はすべてカナダドル。

カナダに投資している
世界的な大企業

• Bank of China

• Bank of New York Mellon

• Barclays Capital

• BNP Paribas

• Crédit Suisse First Boston

• Goldman Sachs

• HSBC

• ICICI Bank

• Industrial and Commercial 
Bank of China 

• ING

• Liberty Mutual Group

• Morgan Stanley

• Merrill Lynch

• UBS AG

カナダを代表する企業

• BMO Financial Group

• Scotiabank

• Canadian Imperial Bank 
of Commerce 

• Desjardins

• Great-West Lifeco Inc.

• IGM Financial

• Manulife Financial

• National Bank of Canada

• Royal Bank of Canada

• Sun Life Financial

• TD Group Financial Services
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カナダの金融サービス部門：カナダ経済の主要な立役者
金融サービス部門はカナダ経済に最も貢献している部門の一つであり、近年著しい発展を遂げている。その就業者数
は112万人を超え、2009年には売上高が815億ドルを上回り、カナダのGDPに大きく貢献した。

カナダの金融サービス部門は極めて多岐にわたり、銀行、信託銀行、生命保険会社、損害保険会社、信用組合、証券業者、
金融・リース会社、年金資金管理運用会社、投資信託会社、および独立系の保険代理業者・仲介業者を網羅している。

銀行：World Economic Forum「2010–2011 World Economic Forum’s Global Competitiveness Report」によると、カナダの銀行制
度は3年連続で、世界で最も健全な銀行との評価を得た。この2年間では、Moody’s Investors Serviceからもカナダの銀行制度の財務力は
世界第1位と評価された。

規制環境：カナダの金融部門は世界で最も規律ある部門に属し、多くの成功事例（ベストプラクティス）を提供している。カナダでは強固で
安定した金融機関、市場、インフラが整備されており、また資産管理の責務も徹底しているため、企業は自信を持って投資決定を行うこと
が可能である。

一流の投資先：カナダは主要な価値創出センターの拠点として、世界的な金融機関を引き付けているが、これらの金融機関は世界的な顧客
をサポートする目的で、数百万ドル規模の投資を実施している。カナダを拠点とするニアショア業務は、成熟度、有用性、拡張性、熟知度
と、いずれの水準においても、ビジネスの成功を約束する。

市場でのリーダーシップ：カナダでは、次世代のビジネス・リーダーを育成する環境が整っている。世界トップクラスのビジネススクール
を複数擁していることに加えて、カナダの産業界もリスク管理の研究や訓練において世界標準の開発に尽力している。このため、カナダの
実業界にはエリート若手幹部がそろっている。

1



カナダの競争力のある優位性

優位点：
合理的な法的枠組み
カナダの法的枠組みは、法的紛争を合理的、かつ関係者全員の満足の行
く形で解決するとの定評がある。金融サービス産業関連の問題について
は、連邦政府が銀行、国際貿易や知的財産に関連したものなど国レベル
の法的問題を、州政府が私有財産や商権などに関連した法的問題を、そ
れぞれ処理する。カナダの法制度は英国のコモンローに起源を持つが、
ケベック州では、個人の法的問題に対して民法を適用する。

 民間企業の紛争の解決における法的枠組みの効率性を評価して、右
の図表に整理した。7段階評価で、1は法的枠組みが「極めて非効率
的」、7は「極めて効率的」。

優位点：
徹底した財産権保護
カナダでは物的財産権がしっかり保護されており、その徹底ぶりは欧
米の主要都市をも凌駕する。125カ国を対象として、財産権保護状況を
調査した「International Property Rights Index（IPRI）2010年版」で
は、カナダはドイツやアイルランドとともに第12位にランクされ、第
15位の米国を上回った。また、司法の独立性の向上と物的財産の保護
の観点から、カナダは西半球諸国のなかで最高位を維持したうえ、そ
の評価スコアは前回を上回った。毎年恒例のIPRIランキングでは、融
資の受けやすさや、知的財産権の保護などの要因も考慮される。

 金融資産を含めた財産権の保護状況を評価して、右の図表に整理
した。7段階評価で、1は「非常に脆弱な」保護状態を示す一方、7
は「極めて堅固な」保護状態。

出典： fDi Benchmark；World Economic Forum、Global Competitiveness 
Report 2010-2011年、2010年議会開会の式辞（カナダ政府）

外国人出資比率の制限

4321 5 6 7

優位点：
快適なビジネス環境
外国人出資規制に関して、カナダは他のOECD諸国と同じ水準にある。
また一般的に、カナダの外国人出資比率に関する規定は、他の大半の国
の規定に沿っている。外国からの投資を誘致する熱意において、モント
リオール、トロント、バンクーバー、カルガリー、ハリファックスなど
の都市は、ロンドン、パリ、チューリッヒと肩を並べると言える。

カナダ政府は近年、銀行業界の競争力と革新性を一層高める目的で、銀
行法に修正を加えた。カナダでは本質的に、金融サービス会社に関して
は、外国人出資に制限を設けておらず、外国人投資家にも国内投資家に
も同じ規定が適用される。

 右の図表は7段階評価で、1は企業への外国人出資が「制限され、稀
である」、7「奨励され、普及している」。

出典： fDi BenchmarkおよびWorld Economic Forum、Global Competitiveness 
Report 2010-2011

法的枠組みの効率性

4321 5 6 7

出典： fDi BenchmarkおよびWorld Economic Forum、Global Competitiveness 
Report 2010-2011、公共政策に関してはFrontier Centre

財産権保護

4321 5 6 7
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優位点：
ワンステップのシンプルな事業登録
カナダで投資を行う企業が事業登録をする際に必要な手続きは簡素化
されており、一度の手続きで完了する。該当する連邦/地方当局にて、
所定の書式に記入し、必要な費用を支払い、社名を登録するだけである。
これにより法的地位を一旦確保すれば、活動地域を管轄下に持つ管理
機関や該当する課税・労働関係の法規の適用を監督する各種当局への
登録が可能となる。

 右のグラフは、事業を登録するに当たり、世界各都市で必要とな
る手続きの数を明示している。

優位点：
迅速な会社登録
カナダでは、会社登録手続きは通常5日間で完了するが、これはニュー
ヨーク、シカゴなど米国の主要都市での手続き期間に匹敵する。これ
に対し、右の図表が示すように、ロンドン（英国）での会社登録は平均
で2倍、上海での会社登録は実に7倍を超える日数がかかる。

 右の図表は、世界各都市での会社登録に必要な平均日数を示して
いる。

優位点：
会社設立のコストが安い
カナダは、会社設立に必要なコストが安く、ヨーロッパや米国、オー
ストラリアの都市の半分ほどしかかからない。事業税の税率も低く、
また給与税（ペイロールタックス）がG7諸国のなかで最も低い。

 会社設立に必要な公的手続きの費用の合計を、右の図表に示した。
国民一人当たりの所得に対する比率として設立費用を、0から6ま
での7段階で評価している。

出典： fDi BenchmarkおよびWorld Bank、Doing Business 2010

事業登録に必要な手続きの数

6420 8 10 12 14 16

出典： fDi BenchmarkおよびWorld Bank、Doing Business 2010

会社登録に必要な日数

151050 20 25 30 35 40

出典： fDi BenchmarkおよびWorld Bank、Doing Business 2010

会社設立の費用

3210 4 5 6
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ブリティッシュ・コロンビア州
バンクーバーは世界にアクセスする商業地であり、当地に所在する金融サービス会社は、地の
利を生かして世界市場で事業を営んでいる。同市の金融サービス部門は年間320億ドルの売上高
を上げ、その就業者数は10万人を超える。アジア太平洋諸国への地理的近接性とこれら新興経
済諸国との文化面での強いきずなは、バンクーバーに所在する金融部門の大きな利点になって
いる。

ロンドンを拠点とするHSBCグループの傘下にあるカナダHSBC銀行、Bank of China、State 
Bank of India（Canada）、BASF Finance Canada、みずほフィナンシャルグループなど国際
的な銀行も、同市にオフィスを構えている。また、世界中で探査プロジェクトに融資・構築し
てきた実績を背景に、バンクーバーは資源プロジェクト・ファイナンスの世界的な中心地のひ
とつにも数えられている※1。

アルバータ州
カルガリーはカナダ西部のビジネス中心地であり、数多くの企業、なかでも国際市場に焦点を当
てた企業が、同市に本社を構えているため、投資案件を検討・交渉するに当たり、企業の意思
決定を司るトップ経営陣と直に会談しやすい環境にある※2。近年、カルガリーにオフィスを開
設した金融サービス会社や、事業の拡大を図っている金融サービス会社には、Global Special 
Risks、Royal Bank of Scotland、Citigroup、ICICI Bank、Industrial and Commercial 
Bank of China （ICBC）などがある。

カルガリーは2006年、「10ヵ年経済開発戦略」に着手したが、その目標の一つとして世界的な金
融センターになることを掲げている。エネルギー部門から流入する既存の資本フローを活用し
て、資本の利用可能性と専門知識をあらゆる部門にまで拡大し、世界的な資本の中心地になる
という、大きなチャンスがカルガリーには存在する。多国籍銀行と地元銀行、投資会社、証券
会社、信託会社、信用組合、住宅金融専門会社、さらには保険会社、代理店、ブローカーや査
定会社など、カルガリーの金融サービス部門は現状でも既に多様性に富んでいる。

マニトバ州
マニトバ州では、金融サービス部門の就業者数が2万人（推計）に及ぶ。カナダの特許銀行すべて
が同州にオフィスを構えているほか、比較的規模の小さい地方銀行数行と外国銀行3行も所在す
る。また、61の信用組合もマニトバ州を本拠地としている。さらに、マニトバ州証券委員会か
ら許可を得た108社の投資会社も、同州各地にオフィスを構えている。

カナダ最大の保険会社であるGreat-West Life Assurance Co.を含め、マニトバ州を拠点とす
る生命保険会社3社は、全国規模で見ても金融サービス産業において主要な地位を占めている。
また、損害保険会社9社もマニトバ州を本拠地にしている。

ウィニペグに本社を構えるIGM Financial Inc.は、カナダ最大の投資信託販売会社であり、自社
運用の金融商品のほか、第三者が運用するファンドも販売している。また、カナダ最大の独立
系リース会社であるNational Leasing Group Inc.も、ウィニペグに本拠地を置いている※3。

※1 InvestInCanada.com：金融サービス̶バンクーバー（2010年10月14日）
※2 InvestInCanada.com：金融サービス̶カルガリー（2010年10月14日）
※3 InvestInCanada.com：金融サービス̶ウィニペグ（2010年10月14日）

カナダの金融部門：概要
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オンタリオ州
カナダ最大の都市トロントは、カナダでは最大、北米でも第3番目に大きな金融サービスセンター
であり、金融サービス産業の就業者数は22万3,000人を超えている。また、同市は世界有数の金
融サービスセンターでもあり、数多くの世界的な企業がここにオフィスを構えている。

上記に加えて、トロントには

• 世界の10大生命保険会社のうちの2社

• 世界の大手銀行トップ50行のうちの5行

• 北米第3位、世界第8位の規模を誇る証券取引所

• 世界の年金基金トップ100基金のうちの4基金

• 世界の10大ヘッジファンド管理会社のうち7社のオフィス、も所在する。

トロントの金融サービス部門は、優れた人材を絶えず輩出している学術機関を堅固な基盤にす
るとともに、法律、会計、技術、その他の支援サービスが集積したクラスターにも支えられて
いる。同市は主に鉱業、金属産業、エネルギー産業、クリーンテクノロジー産業向けの融資、
高度な技能を駆使したサポート、管理、サービス業務などの分野に秀でている※4。

ケベック州
モントリオールはデリバティブ／コモディティ取引、ウェルス・マネジメント、年金資産管理
運用に関する専門知識の先駆地として知られている。同市のダイナミックな金融サービス部門
は3,000社を超える企業を擁し、その就業者総数は10万人を超え、現在も急成長を続けている。
また約120社の外資系金融機関も同市に拠点を構えており、その資産総計額は2,000億ドルを超
える。国際金融センター報告書「March 2010 Global Financial Centres Report」によると、モ
ントリオールは世界有数の金融センターランキングで、対象となった75都市のうち第26位にラ
ンクされた。

モントリオールはまた、国際金融取引に特化した企業やパートナーシップの支援を目的とする
「国際金融センター」プログラムを提供している。研究開発の分野では、金融派生商品、年金資
金管理運用、マスマティカル・ファイナンス、コンピュテーショナル・ファイナンス、金融工
学などに関する学術研究施設が合わせて30ヶ所モントリオールに所在する※5。

ノバスコシア州
ノバスコシア州では金融サービス／保険部門が2006年以降、驚異的な成長を見せている。
ハリファックスにバック／ミドルオフィス業務部門を置く国際的な大手企業には、Citco Fund 
Services、Marsh Captive Solutions、Flagstone Management Servicesなどがある。また
ハリファックスでは、金融サービス部門で働く熟練労働者が1万4,000人を数えるほか、約7,000
人の学生が現在、ノバスコシア州の各地で経営学を受講している※6。

プリンス・エドワード・アイランド州
同州は銀行業務、投資信託管理、顧客関係の構築／管理、ヘッジファンド管理、保険などの分
野に秀でている。州都であるシャーロットタウンは、金融サービス処理業務の最適地であり、
金融サービス会社が15社所在し、合わせて2,700人を雇用している。他の北米の都市に比べて、
シャーロットタウンに所在する金融サービス会社は、人件費と事務所経費を大幅に節約するこ
とができる※7。

※4 InvestInCanada.com：金融サービス̶トロント（2010年10月14日）
※5 InvestInCanada.com：金融サービス̶モントリオール（2010年10月14日）
※6 InvestInCanada.com：金融サービス̶ハリファックス（2010年10月14日）
※7 InvestInCanada.com：金融サービス̶シャーロットタウン（2010年10月14日）

5

http://investincanada.com
http://investincanada.com
http://investincanada.com
http://investincanada.com


カナダの競争力のある優位性

優位点：
賃金決定における柔軟性が高い
カナダは米国と同様、賃金の決定に関する法規を柔軟に適用することが
可能で、個々の企業が適正なレベルの競争力を確保できる。

 賃金を決定する際の柔軟度を評価して、右の図表に示した。6段階
評価で、1は「中央交渉の過程を経て賃金を設定（柔軟度が最も低
い）」で、6は「個々の企業が賃金を設定（柔軟度が最も高い）」。

優位点：
世界トップレベルのインフラ
カナダは、近代的かつ世界トップレベルの公共インフラを誇り、これ
が都市やコミュニティーの経済成長を支えている。カナダの道路、橋、
鉄道、港湾、空港は便利な場所にあり、堅牢な造りで、よく整備され
ていて、保安面の心配もまったくない。

 輸送・交通、電話通信、エネルギーなど、インフラの全体的な質
を数値化して、右の図表に示した。7段階評価で、1が「未整備」、
7が「よく整備されている」。

出典： fDi Benchmark；Deloitte International、Tax & Business Guide
（2009年10月）； Watson Wyatt、Global 50 Remuneration Planning Report 
2009-2010；Towers WatsonおよびToolKitに基づくfDi Intelligence（2010年8月）；
ISSAに基づくfDi Intelligence（2010年8月）

企業が負担する社会保障費優位点：
低い社会保障負担金
カナダの労働者には、非常に充実した社会保障制度が整備されているが、
雇用側にとってそれが大きな費用負担になるわけではない。カナダでは、
雇用者側が支払う社会保障の負担金は概ね、米国やヨーロッパの一部諸
国に比べて少ない。

 右のグラフは、従業員の社会保障に対する雇用者側負担金を従業員
給与に対する割合（パーセント）で示したものである。

出典： fDi Benchmark；World Economic Forum、Global Competitiveness 
Report 2010-2011

賃金の決定

出典： fDi Benchmark；World Economic Forum、Global Competitiveness 
Report 2010-2011

インフラの全体的な質

4321 5 6 7

151050 20 25 30 35 40 45

4321 5 6
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インベスト・イン・カナダ \金融サービス \ 2011

優位点：
手頃なコストで高いクオリティ・オブ・ライフ
カナダの都市に住めば、手頃なコストで高いクオリティ・オブ・ライフを実現できる。バンクーバー、カルガリー、トロント、モントリオール、ハリファッ
クスなどの都市はニューヨークシティーと比べて、生活費が安いうえに、クオリティ・オブ・ライフが高い。Economist Intelligence Unitは2011年、
世界で一番住みやすい街の調査で、バンクーバーを第1位にランクした。この調査では、トロントとカルガリーも上位10位以内に入っている。

 ニューヨークシティーを基準（ウェイト＝100）として、クオリ
ティ・オブ・ライフの要素を評価し、下の図表に整理した。

出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence

生活費指数

6040200 80 120100 140

出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence

クオリティ・オブ・ライフ指数

6040200 80 120100 140

 ニューヨークシティーを基準（ウェイト＝100）として、住宅費を
含めた様々な生活費を評価し、下の図表に整理した。
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カナダの競争力のある優位性

優位点：
国際的な教育プログラム
2009年には、カナダにある高等学校のうち128校が「インターナショナ
ル・バカロレア（IB）・ミドルイヤーズ・プログラム（国際バカロレア前
期中等教育課程）」を提供し、125校が「IBディプロマ・プログラム（国
際バカロレア後期中等教育課程）」を提供した。IBプログラムを履修す
る高校生は、国際的な教育水準を習得することができ、世界各国にある
大学やその他中等後教育機関への入学が容易になる。またIBプログラム
は学際的な考え方を取り入れていることでも定評がある。

 右のグラフでは、IBプログラム、具体的には「プライマリーイヤー
ズ・プログラム（PYP）」、「ミドルイヤーズ・プログラム（MYP）」お
よび「ディプロマ・プログラム（DP）」を提供する国際バカロレア認
定校の数に従い、調査対象都市をランク付けしている。

出典： fDi Benchmark；Economist Intelligence Unit（2009年2月）；World 
Bank、World Development Indicators（2010年7月）；World Bank、World 
Development Indicators（2010年1月）

サービスの付加価値（対GDP比％）優位点：
サービスを基盤として高い実績を挙げている経済
カナダのサービス部門は労働人口の約4分の3を雇用し、GDPの3分の2
以上を稼ぎ出すなど、国内経済において中心的役割を果たしている。サー
ビス部門は小売業からビジネスサービス、教育、健康、ハイテクまで様々
な産業にわたる上、金融サービス、不動産、通信、娯楽などの分野にお
いても伸び続けている。

 右の図表では、付加価値サービスの対GDP比率に従い、調査対象
都市をランク付けしている。該当する指標は、卸売・小売業、運輸、
政府サービス、金融サービス、専門サービス、および教育、ヘルス
ケア、不動産などの個人的サービスの統計に基づき算出している。

出典：  fDi Benchmark；International Baccalaureate Organization
（www.ibo.org）（2009年10月）；International Baccalaureate Organizationに
基づくfDi Intelligence（2010年11月）

国際バカロレア認定の高等学校数

国際的なビジネススクールのトップ10校のうち、4校がカナダに所在

2010年ランキング ビジネススクール 所在地 指数

1 インシアード フォンテーヌブロー（フランス） 100

2 クイーンズ大学クイーンズ経営大学院 キングストン（カナダ オンタリオ州） 97.3

3 IEビジネススクール マドリード（スペイン） 95.7

4 ESADEビジネススクール バルセロナ（スペイン） 95.4

5 ロンドン・ビジネススクール ロンドン（英国） 90.4

6 ウェスタン・オンタリオ大学リチャード・アイヴィ経営大学院 ロンドン（カナダ オンタリオ州） 84.7

7 IMDビジネススクール ローザンヌ（スイス） 83.3

8 トロント大学ロットマン経営大学院 トロント（カナダ オンタリオ州） 79

9 ヨーク大学シューリッヒ経営大学院 トロント（カナダ オンタリオ州） 78.9

10 ケンブリッジ大学ジャッジ・ビジネススクール ケンブリッジ（英国） 75.5

出典： fDi Benchmark；『ブルームバーグ・ビジネスウィーク』誌（2011年1月号）掲載
　　　「2010年インターナショナルビジネススクール・ランキング」（The Best International Business Schools of 2010）

3020100 40 50 60 70 80 90

151050 20 3025 35
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金融サービス／資金管理会社

プロパティ 平方メートル

総専有面積（都市部の賃貸事務所） 4,000 m2

電気通信 使用時間（分）

米国への国際電話 3,550,000

従業員の種別 人数

一般管理部門

ビジネスユニット・マネージャー 1

プロジェクト・マネージャー 7

財務部門

経理担当者 3

財務アナリスト 25

財務管理部門のトップ 1

会計士補 15

ジュニア財務アナリスト 30

上級会計士 3

管理部門

設備・事務所のサービス専門家 1

秘書 2

合計 88

投資先のベンチマーク

これまでに紹介してきた表やグラフは、The Financial Times Ltd.が提供するサービスであるfDi Benchmarkを用いて作成されたものである
（www.fdibenchmark.com）。このfDi Benchmarkは検索ツールで、業界承認のデータベースと立地評価に基づき、特定の分野および投資プロジェク
トについて、世界中の国や州／地方、都市の魅力を評価する。

 主要な金融センターがある場所として、今回のベンチマークの対象としたカナダ国内外の都市：ボストン、カルガリー、シカゴ、ハリファックス、
ロンドン、モントリオール、ニューヨークシティー、パリ、上海、シドニー、トロント、バンクーバー、チューリッヒ

 下に示した企業プロフィールは、従業員100人未満の都市部に事務所を構える金融サービス会社を想定している。

ウェイト付けを行うモデルの概要概略 ウェイト

労働力の供給力と質 30%

一般的なビジネス環境 25%

産業のクラスターの存在 20%

生活環境 15%

インフラとアクセスのしやすさ 10%

クオリティモデルの各特性／適用ウェイト
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インベスト・イン・カナダ
ビジネスは私達にお任せください

カナダの競争力のある優位性
カナダが誇る数々のメリットと比類なきポテンシャル：企業が世界規模で
優れた実績を上げることのできる場所

高学歴労働力
カナダは、高等教育達成度が経済協力開発機構（OECD）加盟国のなかで2番目に高い。
（出典：IMD、World Competitiveness Yearbook 2010）

ビジネスをしやすい環境 
Economist Intelligence Unitが、今後5年間のビジネス拠点として、カナダをG7諸国のなかで1位
にランク。（出典：Economist Intelligence Unit、Business Environment Ranking、2011年3月）

堅調な経済
2009年第3四半期から、カナダの経済は6四半期連続で伸びを示し、世界的な経済危機で落ち込んだ
雇用と生産が完全に回復。（出典：カナダ財務省、Budget 2011）

金融の安定
過去3年間にわたり、カナダは世界で最も健全な銀行システムを持つ国であるとWorld Economic 
Forum が評価。

低い税率
カナダは、G7諸国のなかで新規事業への投資に課せられる税全体の税率が格段に低く、また法人税
の税率もG7諸国のなかで最も低い。（出典：カナダ財務省、2010年）

科学研究および実験的開発
カナダには「科学研究および実験的開発（SR & ED）プログラム」という非常に手厚い租税優遇措置が
あり、研究開発主導の諸部門のコストがG7諸国のなかで最も低い。
（出典：KPMG、 Competitive Alternatives 2010；OECD）

NAFTA
カナダが北米自由貿易協定（NAFTA）の加盟国であるため、大陸全体のGDPが16兆3,000億米ドルを
超える北米の、4億4,800万人強に上る消費者に投資家はアクセスすることが可能。
（出典：World Bank、World Development Indicators Database、2010年）

暮らしやすく、働きやすい場所
世界トップレベルの大学、世界的に高い評価を受けている医療制度、清潔で、誰にでも親切な街、美
しい景色。これらが、カナダに投資し、働き、暮らし、子育てをするのに最適な国にしている。
（出典：国連開発計画、Human Development Report 2010；Economist Intelligence Unit、
Global Liveability Report 2010）

お問い合わせの際は下記までご連絡下さい。
在日カナダ大使館 商務部
〒107-8503 東京都港区赤坂 7-3-38
電話：03-5412-6200　ファックス：03-5412-6254
Email：jpn.commerce@international.gc.ca
URL：www.investincanada.gc.ca
カタログ番号 FR5-38/7-2011J-PDF
ISBN 978-0-662-03526-8
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